
各大学私大助成署名 担当者                2018年 9月 26日 

（および組合執行部）  様 

                      北海道私大助成推進協議会 事務局 

                              （道私大助成推進協） 

 2018私大助成署名の中央要請行動と集約要領につきまして  

 

 台風や胆振東部地震を経てこの頃はすっかり秋の装いとなりました。みなさま穏やかに

お過ごしでしょうか。 

 さて、今年も春から取り組んでまいりました標記、私大助成署名の運動につきましてご

連絡申し上げます。 

 このほど、秋の臨時国会が開かれる見通しが立ったことで、署名を請願として国会へ持

ち込み、各議員へ要請するための「中央要請行動」開催の運びとなりました。 

あわせて、道私大助成推進協として長きにわたって取り組んでまいりました「新入生家

計負担調査」を今年も冊子化し、高学費の実態を世論へ訴える準備を並行することとなり

ます。 

次の要領で中央要請行動を組み、署名用紙と「アンケート」の集約を進めます。 

秋学期再開。ご多用中とは存じますが、集めた署名を生かし、その力を存分に生かして

国会へ持ち込むこと。同時に、最後の最後までその積み増しをめざして運動を継続するこ

とを呼びかけます。ご理解とお力添えを賜りたく、引き続きよろしくお願いいたします。 

                   記 

◆私大助成署名（請願署名）の集約 

 第一次集約を１０月２５日（木）まで、とします。 

この日までに事務局へ集約された署名簿を秋の臨時国会へ提出します。 

最終集約は今年１２月２０日（木）まで、とします。 

（第一次集約に間に合わなかった分を 12月末以降に取りまとめ、通常国会へ追加提出しま

す。それまでの間、呼びかけを継続していただくようお願いします。） 

◆「家計負担調査」と運動募金（上納分）について 

 上と同じ扱い要領でお願いします。 

家計負担調査結果は年度末までの公表（冊子化）をめざし、募金等の決算は来年春に行

う道私大助成推進協総会で報告します。 

◆中央要請行動について 

 １１月１日（木）に国会内で開催します。主催者は日本私大教連です。 

 要請行動・院内集会の要領については次頁へ添付します。 

 各大学から代表者の派遣についてご検討願います。 

 

以 上 

 



 

2018年 9月 

各地区私大教連執行委員長 殿 

各直接加盟組合執行委員長 殿 
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私大助成国会請願行動のご案内と参加組織のお願い 

 

日々のご奮闘に敬意を表します。 

 今年度の私大助成国会請願行動を下記の通り実施いたします。全国の加盟組合で取り

組んできた「学費負担の大幅軽減と私大助成の増額をもとめる国会請願」署名を国会に

提出するにあたり、文部科学関係の国会議員、各組合地元選出の国会議員に請願の「紹

介」*を要請する大切な取り組みです。 

今回の行動では上記の紹介要請に加え、政府・文科省はこの間、私大助成の配分基準

に「成果」による配分を導入すると同時に、定員割れ私立大学に対する助成の減額措置

を強化する方針を決定しており、これらの撤回についても国会議員要請を行います。 

当日は議員要請に先立って「院内集会」を開催し、国会議員やマスコミにも出席を依

頼します。そこでは私立大学生の学費負担軽減、私大助成増額の必要を社会に強くアピ

ールするために、学生・父母にも参加いただき発言をお願いしたいと考えております。 

 各加盟組織におかれましては、多くの組合員の参加と合わせ、学生・父母の参加を追

求いただきますようお願いいたします。 

 * 国会請願は、国会議員の「紹介」を通じて行うことと定められています。 

 

記 

 

１．日時  2018年 11月 1日（木）11時 15分開会・16時終了予定 

２．会場  衆議院第２議員会館第４会議室 

      ＊10 時 45 分より議員会館入り口の左側（セキュリティチェックの手前）

にて日本私大教連役員が通行証をお渡します。声をおかけください。 

３．費用  行動参加に要する交通費等は各組織でご負担ください。 

 

※当日は、衆参両院の文科委員会所属議員のほか、各地区の地元選出議員、各大学とつ

ながりのある議員にも要請を行いますので、対象議員をピックアップし日本私大教連

書記局に事前にご連絡ください。 

※私大助成国会請願署名は上記行動後に紹介議員を通じて国会に提出します。 

以上 



 


